
2018年 12月
8日（土） 11:00 / 14:00
9日（日） 11:00 / 14:00

新作
お披
露目！
！

集合場所：吾妻橋観光案内所
ガイド（出演）：  
地理人（今和泉隆行）
居間 theater

【アクセス】吾妻橋観光案内所
（東京都墨田区吾妻橋 1-23-20  墨田区役所内）
東武線・東京メトロ銀座線・都営浅草線 浅草駅より徒歩６分
都営浅草線本所吾妻橋駅より徒歩 7分

申込み受付中！！！

①代表者のお名前  ②フリガナ  ③ご連絡先となる電話番号
④参加人数  ⑤参加希望の日時  ⑥参加希望コース（東京コース /西京コース）をご明記の上、
メールにて下記メールアドレスまでお申込みください。　
お申込み・お問合せ：   imatheater@chirijin.com　（居間 theater × 地理人研究所）

全４回！

地図好きのあなたに！

主催：居間 theater
         「隅田川 森羅万象 墨に夢」実行委員会
共催：墨田区
特別協賛：アサヒグループホールディングス株式会社
協力：YKK株式会社、YKKAP株式会社

東京／西
京ガイドツ

アー

※各回２時間程度を予定しています。

現実の街と空想の街を行き来して体感する、空想型芸術祭「Fiction」
春夏秋冬、さまざまな場所をリサーチしながら作品をつくりあげていく「Fiction」が、2018 年は墨田区に登場します。
お披露目にあたり、作品をガイドするツアー（東京コース・西京コース）を開催します！
東京と西京、２つの都市で想像をめぐらせる不思議なひとときをお楽しみください。

参加費：500円（作品ポストカード・ドリンク付）
定員：各回・各コース 10名
参加方法：事前申し込み制・定員に満たない場合は当日参加受付あり

コ
ー
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の選
び方は

裏
面を読んでね！
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川

浅草駅

吾妻橋

雷門通り

本所吾妻橋駅→

東武伊勢崎線

浅草駅 A3出口
都営浅草線

浅草駅 5出口
東京メトロ銀座線



～ 空想型芸術祭 Fiction とは ～
空想型芸術祭 Fiction は、都市に住む・働く・いる人のためのささやかな芸術祭。

現実の都市「東京」と、空想地図作家・地理人が描く空想の都市「西京」で、同時開催しています。
鑑賞方法は、地図と音声。

web上にあり、いつでもお楽しみいただけます。

今回お披露目する新作の舞台は現実の都市・墨田区と、
墨田区の街とどこかでシンクロする空想都市・西京市内のとある街。

空想型芸術祭「Fiction」作品の鑑賞はこちらからどうぞ！→　
http://fiction.chirijin.com

東京 西京ガイドツアー
芸術祭 Fiction を体験するためのガイドツアー！お申込みの際に、お好きなコースをお選びください。

おさんぽが好きな方…
街の中でいろいろ想像してみたい方…
現実の風景を楽しみたい方…
寒いのは平気という方…

地図をみながらいろいろ想像してみたい方…
地図の読み解きかたを知りたい方…
空想地図に興味がある方…
寒いのは苦手という方…

＊東京コース＊ ＊西京コース＊
東京・墨田区内の街なかで、音声作品を体験します。
街の風景を体感し、想像をめぐらせるお散歩です。
都市型芸術祭の楽しみ方を、
居間 theater がご案内します。
※ご自身のスマートフォンやタブレットから
ウェブサイトにアクセスしてご鑑賞いただきます。
機器をお持ちでない場合は、お申込み時にお申出ください。

想像上でしか存在しない街「西京」のガイドツアー。
地図の上を「歩く」とは？ 
地図からどんなイメージを膨らませられるでしょう。
地図のエキスパート地理人が、
読み解きかたを解説しながら西京の街をご案内します。

プロフィール：
地理人［今和泉隆行］
空想地図作家
通称、地理人。7 歳の頃から空想地図（実在しない都市の地図）を描き、現在も空想地図作家として活動を続ける。大学生時代に 47 都道府県 300 都
市を回って全国の土地勘をつけ、地図を通じた人の営みを読み解き、新たな街の見方を提唱している。地図会社アドバイザー、記事執筆、社員研修、
テレビ番組やゲームの地理監修・地図制作に携わっている。2015 年 HAGISO「中村市をめぐる 万物収集報告展」、2017 年には都城市立美術館「南
九州の現代作家たち Message2017」出展。主な著書に「みんなの空想地図」（2013 年）。
imgmap.chirijin.com

居間 theater［東彩織、稲継美保、宮武亜季、山崎朋］
パフォーマンスプロジェクト
東京藝術大学卒業後、2013 年から東京谷中にある最小文化複合施設「HAGISO」を拠点に活動をスタート。音楽家や美術家、建築家との共同制作や、
カフェ、移動図書館、まち歩きツアー、区役所などの “場” そのものともコラボレーションをおこない、パフォーマンスのあり方を探っている。これ
までに、通常営業するカフェでコーヒーと同じようにパフォーマンスを注文できる「パフォーマンスカフェ」、区役所の一角にアートを推進する架空
の窓口を開設した「パフォーマンス窓口」など。
現実（日常）にある状況やふるまいとパフォーマンス（非日常）を掛け合わせることで、誰でも参加可能でありながら、現実を異化させるような独特
の体験型作品をつくり上げてきた。
imatheater.com


